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㈱コナカ 

(23.7.26) 

㈱コナカは、同社が経営する紳士服等販売店を通じて一般消費者

に供給する衣料品等について、平成２２年６月１９日に配布した新

聞折り込みチラシにおいて、「本日より全品半額以下」と記載してい

たが、実際には、メンズスーツ及びメンズジャケットのうち表示価

格が一定金額以上等の商品のうち１点のみ、当該チラシに印刷され

た割引券を持参した場合に限り、表示価格の半額で販売するもので

あった。 

なお、当該チラシにおいて、表示価格の半額で販売される商品の

適用条件が記載されていたが、「本日より全品半額以下」との強調し

た記載と比べて文字が著しく小さいなど、明瞭に記載されていたと

はいえないものであった。 

【新聞折り込みチラシの表示】 
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はるやま商事

㈱ 

(23.7.26) 

 はるやま商事㈱は、同社が経営する紳士服等販売店を通じて一般

消費者に供給する衣料品等について、 

① 平成２１年１２月３０日から平成２２年１月３日までの間のテ

レビコマーシャルにおいて、「初売り全品半額」との映像、「初売

り全品半額」との音声等を放送していたが、実際には、メンズス

ーツ、メンズジャケット、メンズコート、メンズカジュアル商品、

ワイシャツ及びネクタイのうち表示価格が一定金額以上等の商品

のみ、表示価格の半額で販売するものであった。 

なお、前記の映像とともに、表示価格の半額で販売される商品の

適用条件が表示されていたが、表示時間が短く、明瞭に表示されて

いたとはいえないものであった。 

 【テレビコマーシャルの表示】 

 
② 平成２２年６月１９日に配布した新聞折り込みチラシにおい

て、「全品半額の７日間！」と記載していたが、実際には、メンズ

スーツ及びメンズジャケットのうち表示価格が一定金額以上等の

商品のうち１点のみ、当該チラシに印刷された割引券を持参した

場合に限り、表示価格の半額で販売するものであり、また、男性

用礼服及びメンズスラックスについては、特設コーナーに陳列さ

れた商品のみ、表示価格の半額で販売するものであった。 

 【新聞折り込みチラシの表示】 

 
なお、当該チラシにおいて、表示価格の半額で販売される商品の

適用条件が記載されていたが、「全品半額の７日間！」との強調した

記載と比べて文字が著しく小さいなど、明瞭に記載されていたとは

いえないものであった。 
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㈱フタタ 

(23.7.26) 

㈱フタタは、同社が経営する紳士服等販売店を通じて一般消費者

に供給する衣料品等について、平成２２年１２月２５日に配布した

新聞折り込みチラシにおいて、「全品半額」と記載していたが、実際

には、メンズスーツ及びメンズジャケットのうち表示価格が一定金

額以上等の商品のみ、当該チラシに印刷された割引券を持参した場

合に限り、表示価格の半額で販売するものであった。 

なお、当該チラシにおいて、表示価格の半額で販売される商品の

適用条件が記載されていたが、「全品半額」との強調した記載と比べ

て文字が著しく小さいなど、明瞭に記載されていたとはいえないも

のであった。 

【新聞折り込みチラシの表示】 
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㈱フィッシュ

ランド 

(23.8.31) 

㈱フィッシュランドは、直営店及び子会社経営店が供給する遠近

両用眼鏡について、平成２２年１月から平成２３年７月までの間に

配布した新聞折り込みチラシにおいて、「（最高品質・国内トップメ

ーカーレンズ使用）」、「ドクターアイズならなんと！！ ８，８００

円税込特価」、「全店 ７，０００本のフレームから自由にお選びく

ださい。」等と記載していたが、実際には、８，８００円で購入でき

る本件商品に用いられているレンズは、本件商品を購入しようとす

る者に選択させているレンズのうち最も品質が低いものであり、よ

り高品質のレンズを選択した場合の販売価格は１３，８００円ない

し６８，８００円であり、また、８，８００円で購入できる本件商

品の対象となるフレームの種類数は、平成２２年１２月３日時点に

おいて、全ての直営店及び子会社経営店の合計で１，６９１種類で

あった。 

 【新聞折り込みチラシの表示】 
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㈱アイランド

食品 

（23.9.9） 

㈱アイランド食品は、自社が企画し、観光土産品卸売業者に卸し、当

該卸売業者を販売者として供給していた干しそばについて、商品包装等

において、 

① 「乾自然薯そば」と称する商品では、平成１４年１月ころから平成

２３年７月ころまでの間、「自然芋じねんじょそば」、「深山に自生す

る山芋は粘り強くて器量良し」等と、表示していたが、実際には、使

用されている自然薯の粉末は、極めて少量（配合割合約 0.019％）で

あり、また、山野に自生する自然薯を原材料とするものではなかった。 

② 「乾尾瀬自然薯そば」と称する商品では、平成１５年５月ころから

平成２３年７月ころまでの間、 

ア 「尾瀬自然薯じねんじょそば」、「山奥の自然の恵みをいっぱいう

けて自生している自然薯は味良し香り良し器量よし」、「本品は地

元に育った純良なそば粉を使用したおそばです」等と表示していた

が、実際には、使用されている自然薯の粉末は、極めて少量（配合

割合約 0.019％）であり、また、山野に自生する自然薯を原材料と

するものではなかった。さらに、使用されているそば粉は、外国産

の玄そばを原材料とするものであった。 

イ そば粉の配合割合を表示することなく「尾瀬自然薯じねんじょそ

ば」等と表示していたが、実際には、そば粉の配合割合は約１２％

であった。 

③ 「乾そば（白川郷合掌そば）」と称する商品では、平成２２年

１１月ころから平成２３年７月ころまでの間、そば粉の配合割合

を表示することなく「白川郷合掌そば」等と表示していたが、実

際にはそば粉の配合割合は約１２％であった。 

【乾自然薯そばの商品包装紙の表示】 
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㈱トップアー

トに対する件

（23.10.20） 

㈱トップアートは、通信販売の方法により美術品、工芸品等を販

売するに当たり、例えば、平成２０年１１月２８日付け新聞に掲載

した広告において、「ルノワール 作品番号２０９４９ 春の花」と

称する絵画の複製画について、「特別謝恩価格」、「本日より３日間

限り、９，８００円でお届け！」、「※４日目以降は当社通常販売価

格１点１２，０００円となります。」と記載するなど、「特別謝恩価

格」等と称する販売価格に、当該販売価格を上回る価額の「当社通

常販売価格」等と称する比較対照価格を併記又は同一視野内に表示

していたが、実際には、「当社通常販売価格」等と称する比較対照価

格は、同社が本件商品について実際に販売した実績のない価格であ

った。 
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㈱アールディ

ーシーに対す

る件 

（23.10.28） 

㈱アールディーシーは、自ら運営する「がってん寿司」等と称す

る店舗において、生食用かきを用いた料理を一般消費者に提供する

に当たり、例えば、平成２２年１０月２２日に新聞販売店を通じて

一般日刊紙に折り込んで配布したチラシにおいて、「無菌生かき乱

れ喰い祭！！」、「マイクロバブルとオゾンによる殺菌システムで無

菌化」等と記載していたが、実際には、同社は、細菌が全く存在し

ない生食用かきの仕入れ、又は細菌の無い状態にするための特別な

加工を行っておらず、本件生かきを用いた料理は、細菌の全く無い

状態では提供されていなかった。 
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